
全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
島
根

支
部
（
執
行
委
員
長
…
三
戸

睦
）

の
保
育
士
・
調
理
師
・
看
護
師
の

皆
さ
ん
が
、
松
江
市
に
対
し
て

「
保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
要

望
書
」
の
回
答
結
果
に
基
づ
く
懇

談
が
、
８
月
４
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

松
江
市
か
ら
は
、
青
木

佳
子
子
育
て
部
次
長
を
は

じ
め
と
す
る
７
名
の
職
員

が
対
応
し
、
橘
・
吉
儀
・

田
中
の
党
市
議
団
も
同
席

し
ま
し
た
。

今
年
は
特
に
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
緊
急
事
態
の
時

期
に
、
保
育
所
は
医
療
・

介
護
労
働
者
の
仕
事
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

た
こ
と
か
ら
、
保
育
に
当

た
っ
た
労
働
者
に
「
慰
労

金
」
の
支
給
を
国
に
働
き
か
け
、

市
独
自
の
支
給
に
つ
い
て
も
要

望
す
る
と
い
う
内
容
が
、
第
１

項
目
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
「
国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
す
る
」
と
の

回
答
に
対
し
て
、
現
場
か
ら

「
医
療
現
場
の
職
員
に
は
慰
労

金
が
出
さ
れ
た
の
に
、
そ
の
職

を
支
え
る
保
育
職
員
が
給
付
の

対
象
か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
は
納

得
い
か
な
い
」
と
い
う
声
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

他
に
、
保
育
園
の
職
員
配
置

基
準
の
見
直
し
、
５
歳
児
検
診

の
改
善
な
ど
７
項
目
に
つ
い
て

現
場
の
切
実
な
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
今
年
で
75
年
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
今
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
、

そ
の
た
め
、
各
地
で
、

出
来
る
や
り
方
で
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
て
行
動
し
よ

う
と
「
平
和
の
波
」
行
動

が
よ
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
平
和
の
波
」
行
動
は
、

原
爆
が
広
島
に
投
下
さ
れ

た
８
月
６
日
午
前
８
時
15

分
を
起
点
に
、
長
崎
に
投

下
さ
れ
た
９
日
午
前
11
時

２
分
ま
で
、
地
球
の
自
転

に
合
わ
せ
て
世
界
各
地
で
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ
「
国
際
署
名
）

に
サ
イ
ン
す
る
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
証
言
を
聞
く
、
８

月
６
日
、
９
日
に
黙
と
う
す
る
、

な
ど
で
す
。

松
江
市
で
は
、
原
水
爆
禁
止
島

根
県
協
議
会
、
新
日
本
婦
人
の
会

共
催
で
、
「
平
和
の
波
」
行
動
の

ス
タ
ー
ト
と
し
て
６
日
、
県
庁
前

に
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
午
前
８
時
か
ら
「
今

核
兵
器
を
な
く
す
と
き
！
」
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
は
参
加
を
」

な
ど
と
書
か
れ
た
横
断
幕
や
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
て
ス
タ
ン
デ
イ
ン

グ
を
行
い
、
原
爆
投
下
時
刻
の
８

時
15
分
に
は
黙
と
う
し
ま
し
た
。

各
地
で
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
や
映

画
会
な
ど
、
核
廃
絶
を
求
め
る
集

い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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８
月
９
日
、
新
日
本
婦
人
の
会
松

江
支
部
は
松
江
市
洞
光
寺
に
て
、
朗

読
劇
と
西
尾
幸
子
さ
ん
の
戦
争
体
験

の
お
話
会
を
行
い
ま
し
た
。

朗
読
劇
「
さ
あ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ

マ
」
は
、
当
時
広
島
第
一
高
等
女
学

校
１
年
だ
っ
た
西
尾
幸
子
さ
ん
（
88

歳
）
が
、
自
分
は
島
根
に
疎
開
し
難

を
逃
れ
た
が
、
同
級
生
２
２
３
人
を

原
爆
で
亡
く
し
た
と
い
う
体
験
を
も

と
に
し
た
も
の
で

す
。
当
時
の
様
子

を
描
い
た
絵
画
や

写
真
を
バ
ッ
ク
に
、

会
員
と
子
ど
も
達

が
朗
読
し
ま
し
た
。

西
尾
さ
ん
は
、

戦
後
50
年
企
画
で
、

初
め
て
同
級
生
の

無
念
の
思
い
を
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
に
で
き
、
語
り
部
と
し

て
活
動
を
始
め
た
こ
と
、
今
年
10
年

ぶ
り
に
６
作
目
を
完
成
さ
せ
た
こ
と

等
を
語
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

め
ざ
し
て
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
を
拡

げ
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
日
本
原
水
協
の
よ
び

か
け
た
「
平
和
の
波
」
行
動
の
一
環

と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
お
話
の
後
、

長
崎
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
間
十

一
時
二
分
に
あ
わ
せ
て
お
寺
の
鐘
を

鳴
ら
し
、
参
加
者
一
同
で
黙
と
う
し

ま
し
た
。
こ
の
洞
光
寺
を
は
じ
め
、

市
内
６
か
所
の
寺
院
が
６
日
、
９
日

に
平
和
の
鐘
を
響
か
せ
ま
し
た
。

保
育
現
場
の
切
実
な
声

市
当
局
に
届
け
る

平
和
の
波
行
動
で
朗
読
劇
、
長
崎
の
日
に
平
和
の
鐘
響
く

子育て部から回答書を受け取る組合の代表

核
兵
器
廃
絶
を
！

「
平
和
の
波
」
行
動
、
６
日
か
ら
９
日
・
松
江

11時2分に鐘をつく子どもたち

４
年
前
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
、

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
日
本
共

産
党
の
３
議
席
が
実
現
で
き
、
新

人
の
私
を
議
会
へ
送
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
原
発
の

な
い
松
江
を
子
ど
も
達
に
手
渡
す

た
め
、
市
民
の
声
が
届
く
政
治
を

実
現
す
る
た
め
、
努
力
し
て
き
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
る
時
代

「
効
率
優
先
」
で
な
く

「
命
と
暮
ら
し
を
優
先
す
る
政
治
」

を
！

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、
「
今
の
政
治

で
は
、
命
も
暮
ら
し
も
守
れ
な
い
」

こ
と
を
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

医
療
や
福
祉
・
介
護
、
教
育
や

社
会
イ
ン
フ
ラ
、
物
流
、
小
売
業

な
ど
に
携
わ
る
方
々
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
が
、
余
裕
の
な
い
、

非
人
間
的
な
長
時
間
労
働
、
効
率

最
優
先
の
働
き
方
を
さ
せ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
、
「
効
率
よ

り
命
と
暮
ら
し
を
優
先
す
る
社
会
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
選
挙
・
市
議
選
で
、

国
政
・
市
政
の
革
新
を
！

次
の
総
選
挙
で
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
命
と
暮
ら
し
を
守
る
国
政
を
実

現
し
、
来
春
の
市
議
選
で
は
、
原

発
の
な
い
松
江
を
２
１
世
紀
の
子

ど
も
達
に
手
渡
す
市
政
、
市
民
の

声
が
届
く
市
政
を
実
現
す
る
た
め

に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

市

民

と

共

に

歩

ん

で
…

「
原
発
の
な
い
松
江
を
」

田
中
は
じ
め

ずいそう

8/6県庁前で8時15分に黙とう


